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建設候補地について 

1. 候補地に求められること 

① 市民アンケート・市民文化団体アンケートより 

 市民アンケートにおいて、（仮称）古河市新公会堂の立地として、「周辺の道路や

駐車場に恵まれた立地」や「公共の交通機関でアクセスしやすい立地」が約半数、

「市民だけでなく市外の方も利用しやすい立地」が 3 割以上と、市内外からの車

や公共交通機関でのアクセスの良さが重視されている。 

 市民団体アンケートにおいて、施設において重視する点では、「駐車場が十分ある

こと」を練習場所として 81.4%、発表場所として 87.2%が選んでおり、最重要視さ

れている。 

 （また、自由意見等から、芸能人のコンサート等の開催を求める意見が多いこと

や、普段から訪れる施設として県内だけではなく、東京都・埼玉県なども多く挙

がっていることから、興味のある演目があれば、時間をかけて移動しても鑑賞す

る需要はあると想定される。） 

 

② ホール機能、近年の施設の状況より 

 さいき城山桜ホール（①文化振興） 

 太田市民会館（②興行） 

 水戸市民会館（②興行 ③MICE） 

 

建設候補地の選定にあたっては、十分な機能を有した施設を建設可能な敷地広さを

確保する必要があると共に、十分な駐車場のスペースを確保する必要がある。 

近年の公共ホール事例を鑑みると、大ホールの客席数や練習室等の数によるが１万

㎡程度のまとまった敷地を確保できることが望ましい。また、これに加えて、駐車場

のスペースとして敷地内または敷地近傍に十分に確保していくことが求められる。 
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2. 候補地の抽出 

検討報告書で設定された 2 つのエリア候補地において、必要な敷地面積を確保できる

ことを条件として、3 つの候補地を抽出した。 

 

 
図 2.1 3 つの候補地 
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3. 3 つの候補地の概要 
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4. 候補地の評価について 

候補地の選定にあたっては、以下の 9 つの視点が考えられる。 

 

表 4.1 評価項目 

赤：候補地に対してプラスとなる要素  青：候補地に対して対策等が必要な要素 

 項目 評価の例 

１ 上位計画

の位置づ

け 

 市のまちづくり・文化芸術の発展に影響を与える施設 

 都市計画マスタープラン、立地適正化計画の拠点エリアに

位置づけられるなど、市の上位計画の位置づけの有無 

２ 交通の 

利便性 

 交通の便が良く利用しやすい施設 

 近隣の駅、バス停までの距離や選択肢の数 

 開場時間など利用者が集中しても交通渋滞が発生しにくい立地 

 主要な幹線道路からのアクセス性 

 複数車線あるなど、交通渋滞が発生しにくい立地 

３ 災害の 

リスク 
 災害発生時の懸念事項を考慮 

 浸水想定区域等の災害リスクの状況 

 

 例：古河市洪水ハザードマップ  

４ 周辺環境

への配慮 

 施設が建設された場合に、周辺環境への騒音等の配慮を要する

か 

 住宅地等の配慮すべき環境の有無 

５ 周辺まち

づくりへ

の波及効

果 

 地域のにぎわい創出に貢献できる施設 

 敷地周辺との一体開発の余地や利便性が高いなど、にぎわ

い拠点としての可能性の有無 

 周辺にサービス・交流拠点が立地しているなど、想定され

る集客の要素 
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 項目 評価の例 

６ 敷地面積  施設の自由度（平面、断面計画）が高い敷地 

 広い駐車場を確保できる敷地 

 搬入及び来場者の動線計画を適切に計画できる敷地 

※出演者の基材搬入のための大型車両（11t トラック）動線の

確保や、来場者の動線との区分が必要 

 広い敷地が確保できる立地 

 

 配置イメージ図  

  

７ 法規制  用途地域上、興行場の建設が可能か 

 多様な演目を実施可能なホールの高さを確保する 

※大ホールのフライタワーを考慮すると、建物の高さは 30m 程度が

必要である 

 法令上の高さ制限（道路斜線制限、隣地斜線制限など）へ

の対策の難易度 

 

 断面イメージ図  

８ 施設整備

上の許認

可 

 建設にあたって、手続きやスケジュール上の懸念事項を考慮 

 開発行為等の土地利用に関する手続きの難易度 

 土地取得、既存建物・構造物等の移転・解体の難易度 

９ 市民意向  市民が望む候補地の考え方に合致するか 

 公共の交通機関でアクセスしやすく、周辺道路や駐車場に

恵まれた立地か 

 市民だけでなく市外の方も利用しやすい立地か 

 

建物を建てられ 

ない範囲 




